
構成技術 特殊技術を駆使した効率的な補強技術

目粗しビットにより子と壁内面に凹凸を設けることで、

充填するグラウト材と既設躯体との付着性能が向上

目粗し後の乳壁内面
コアドリル    施工方向

了L壁内面に目粗し処理を施し付着性能を向上させた、

あと施工せん断補強工法
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目粗し前 目粗し後

拡底形状の定着体を端部に設けた補強鉄筋を既設躯体に

挿入することで耐引抜性能が向上
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補強鉄筋 (全強確保)

専用に開発された特殊グラウト材のため、削孔内部に予め注入した後でも補強鉄筋を挿入

することができ、上向き及び横向き施工においても子し壁内のグラウト材の充填状況は良好

グラウト材注入状況(施工後の切断面)

可塑性グラウト材 グラウト材注入 (横向き)

スパイラルアンカーエ法研究会
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構造物への影響を最小限に抑えた『スパイラルアンカーエ法』で、

時の良好な作業環境と構造物の長期耐久性を確保 します

スパイラルアンカーは、供用中の既設鉄筋コンクリート構造申勿を対象に、

あと施工でせん断補強を行うために開発された技術で曳

>既設RC構造物の表面からコアドリルを用いて削子bを行った後、孔壁内面を目粗し処理する。

>その孔内に、端部に定着体を取り付けた補強鉄筋を挿入する。

>定着材 (グラウト材)を注入し、構造物と一体化させる。

既設コンクリート構造物

天丼スラブ

梁

スパイラルアンカー

スパイラルアンカーによる

既設躯体の補強イメージ

「スパイラルアンカーエ法」の

タイプ別適用範囲とその概要図を示しま現

Sタイプ
(スリムタイフつ

対象構造物 壁、梁、底版、基礎、壁付柱

D13～ D35

5D295、 SD345、 SD390

上限値の制限なし(設計法参照)

既設鉄筋 既設鉄筋 補強鉄筋

既設身区体 既設躯体

定着体の外径 1.5D(補強鉄筋の径) 定着体なし

●孔壁内面の目粗し処理により

既存躯体との付着が向上

。鉄筋端部の定着具により

耐引抜性能が向上

●専用の可塑性グラウト材の

使用により施工性が向上

●打撃破壊を伴わない削了L方法のため、

既存躯体に与える損傷が最小

。打撃破壊を伴わない削子し方法のため、

騒音 。粉じんの発生が少なく、

作業環境が良好

●過密配筋に対して削了し径をより

JヽさくしたSタイプの採用により、

既設鉄筋との接触を回避

●狭除な空間でもコアドリルのロッド

継ぎ足しにより、長距離施工も可能

0グラウト注入

横向き、上向き、下向きいずれも施工可能です

既存躯体

C)肖u子し
コアドリ,レを用いて、

既設コンクリート構造移を

所定の深さまで削孔しま曳

0目粗し
コアドリル先端の削孔ビットを

「目粗しビット」に変換し、

削孔と同じ深さまで孔壁内面の

目粗し処理を行いま或
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グラウト材の注入と補強鉄筋のt華入

を行いま魂 この順序は施工条件

(施工方向や削孔深さ)により異なります。

グラウト材

サ

0グラウト注入

予

0補強鉄筋挿入
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金ゴテ等を用いて表面仕上げを行い

ます。子し内に充てんされたグラウト材

が硬化すると補強鉄筋、グラウトおよ

び既設構造体が一体化しま或

工法の概要 工法の特徴 施工方法

適用範囲

TSタイプ
(テーパーヘッドタイフ'つ

奥側既設主鉄筋の手前まで 奥側既設主鉄筋の手前まで
0補強鉄筋挿入

せん断補強鉄筋


